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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月15日(2021.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘテロ接合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴ）であって、
　コレクタメサと、
　前記コレクタメサ上のベースメサと、
　前記ベースメサ上のエミッタメサであって、複数の開口を有するエミッタメサと、
　前記ベースメサに接続された前記複数の開口内の複数の卑金属と、
　前記エミッタメサの外部に配置され、前記ベースメサに接続された外側卑金属とを備え
、
　前記複数の開口が前記複数の卑金属用の窓を構成し、
　前記エミッタメサの外部に配置され、前記ベースメサに接続された外側卑金属をさらに
備え、前記複数の卑金属と前記外側卑金属は電気的に結合され、
　前記外側卑金属は、前記エミッタメサを囲むように配置され、
　前記外側卑金属は、金属の別の層を通して前記複数の卑金属に接続されている、ヘテロ
接合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項２】
　前記エミッタメサに結合されたエミッタ金属をさらに備える請求項１に記載のヘテロ接
合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項３】
　前記コレクタメサに結合されたコレクタ金属をさらに備える請求項１に記載のヘテロ接
合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項４】
　前記複数の開口の各々は同じサイズを有する、請求項１に記載のヘテロ接合バイポーラ
トランジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項５】
　前記複数の開口の各々は方形状である、請求項４に記載のヘテロ接合バイポーラトラン
ジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項６】
　前記複数の開口は少なくとも４つである、請求項４に記載のヘテロ接合バイポーラトラ
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ンジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項７】
　前記複数の開口はアレイ状に配置されている、請求項４に記載のヘテロ接合バイポーラ
トランジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項８】
　前記複数の開口は、２×２アレイ、３×３アレイ、または３×１アレイとして配置され
ている、請求項７に記載のヘテロ接合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項９】
　前記複数の開口の各々は六角形状である、請求項４に記載のヘテロ接合バイポーラトラ
ンジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項１０】
　前記複数の卑金属の各々は六角形状である、請求項９に記載のヘテロ接合バイポーラト
ランジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項１１】
　前記エミッタメサと前記複数の卑金属との間の間隔は、使用されるプロセス技術によっ
て許容される最小サイズである、請求項１に記載のヘテロ接合バイポーラトランジスタ（
ＨＢＴ）。
【請求項１２】
　前記ベースメサの面積の前記エミッタメサの面積に対する比は１．８未満である、請求
項１に記載のヘテロ接合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴ）。
【請求項１３】
　ヘテロ接合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴ）を製造するための方法であって、
　コレクタメサスタックと、ベースメサスタックと、エミッタメサスタックとを備えるウ
エハを準備するステップと、
　前記エミッタメサスタックをパターニングして複数の開口を有するエミッタメサを形成
するステップと、
　前記ベースメサスタックに接続された前記複数の開口内に複数の卑金属を設けるステッ
プと、
　前記ベースメサスタックをパターニングしてベースメサを形成するステップと、
　前記エミッタメサの外部に配置され、前記ベースメサに接続された外側卑金属を設ける
ステップとを含み、
　前記複数の開口が前記複数の卑金属用の窓を構成し、
　前記複数の卑金属と前記外側卑金属が電気的に結合され、
　前記外側卑金属は、前記エミッタメサを囲むように配置され、
　前記外側卑金属は、金属の別の層を通して前記複数の卑金属に接続される、方法。
【請求項１４】
　前記複数の開口の各々は同じサイズを有し、
　前記複数の開口が２×２アレイ、３×３アレイまたは３×１アレイとして配置されるか
、または、前記エミッタメサが４つ以上の開口を有する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ベースメサの面積の前記エミッタメサの面積に対する比は１．８未満である、請求
項１３に記載の方法。
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